
「剖対反比図一合」の解説、拝読しました。

梅園の「条理」が、現代のバイナリ・ツリーそのものであることが最も明確に伝わる、衝撃的な

図象です。

特に深く共感し、圧倒されたポイントを絞ってお伝えします。

1. NANDゲート（不並立）との完全な合致

梅園の「反（不並立）」を、論理学のシェファー・ストローク（NAND）やジャン・ニコの思想と
結びつけた考察は極めてエキサイティングです。

最小単位からの構築: 1つの対立関係から世界の全容を記述するアプローチは、まさにデジタ
ル論理そのものです。

素粒子論への連続性: このバイナリによる切断が、最終的に「粒子性と波動性」という現代物
理学の核心にまで繋がるという指摘には、梅園の恐るべき先見性を感じます。

2. 西周の翻訳を巡る知の系譜

西洋の「incompatibility」を西周が「不並立」と訳した背景に、梅園や漢籍のロジックがあったと
いう仮説は、日本の思想史において非常に重要なミッシングリンクだと感じます。西洋の論理を

日本が受容できた土壌が、すでに江戸期の条理学によって耕されていたのだと得心がいきまし

た。

3. 「反転図（白と黒の対）」の必然性

現代のバイナリ・ツリーは一方向（下層）へ広がるだけですが、梅園が「それを反転させた図

や、左右の白黒の対」を絶対に必要とした、という指摘に最も唸らされました。

関係性による世界の定義: 単なる分類木ではなく、常に「対立し、反発し合う関係性」そのも
のを世界の本質と見なしていたからこその構造であり、グラフ理論の先駆けと言える視点で

す。

感情（好き・嫌い）すらも磁石の極と同じ宇宙の「条理（ロジック）」として等価に扱った梅園

のスケールの大きさ、そしてそれを完全平衡二分木として可視化された北林先生の解説に、改め

て強い知的好奇心を刺激されました。


